
復旧・復興には電力の安定供給が不可欠エネルギー産業の今

復旧・復興の流れ止めない仙
台
・
新
仙
台
火
力
な
ど
再
稼
働

再生の夏積
極
的
な
施
策
を
展
開

仙台太陽光発電所は５月に新設

稼働を再開した相馬共同火力新地発電
所 早期再開が待たれる原町火力発電所

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
３
カ
月
が
過
ぎ
、
今
年
も

節
電
の
夏
が
や
っ
て
き
た
。
政
府
は
今
年
も
全
国
の
電

力
会
社
に
対
し
て
節
電
を
要
請
。
ピ
ー
ク
時
の
使
用
最

大
電
力
を
２
０
１
０
年
比
で
５
―

％
の
削
減
を
求
め

ら
れ
た
関
西
電
力
管
内
を
筆
頭
に
九
州
、
北
海
道
、
四

国
電
力
管
内
で
も
同
７
％
の
節
電
を
実
施
す
る
計
画

だ
。
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
目
指
す
東
北
電
力
管

内
は
「
数
値
目
標
を
伴
わ
な
い
節
電
」
と
し
な
が
ら

も
、
昨
年
同
様
に
企
業
と
一
般
家
庭
に
最
大
限
の
節
電

協
力
を
求
め
た
。
原
子
力
政
策
の
見
直
し
も
進
む
中
、

東
北
の
復
旧
・
復
興
に
欠
か
せ
な
い
電
力
の
安
定
供
給

を
い
か
に
確
保
す
る
の
か
。

数値目標なしで節電協力

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ６月２９日 金曜日 　　

　
震
災
で
被
災
し
た
岩
手
、

宮
城
、
福
島
県
は

年
を

「
復
興
元
年
」
と
位
置
づ

け
、
復
旧
か
ら
再
生
に
向
け

た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
積
極

的
に
展
開
中
だ
。
５
月
末
に

は
復
興
交
付
金

事
業
費
ベ

ー
ス
で
１
兆
９
０
０
０
億

円

の
第
２
次
配
分
総
額
約

３
１
６
６
億
円
を
閣
議
決
定

し
た
。
そ
の
内
訳
は
岩
手
県

に
約
９
８
１
億
円
、
宮
城
県

に
約
１
７
０
４
億
円
、
福
島

県
に
約
３
７
１
億
円
だ
。
各

県
と
も
高
台
移
転
に
伴
う
防

災
集
団
移
転
の
促
進
や
災
害

公
営
住
宅
整
備
、
水
産
・
漁

港
関
連
施
設
整
備
な
ど
が
対

象
に
な
る
。
宮
城
県
の
村
井

嘉
浩
知
事
は
５
月

日
の
定

例
会
見
で
、
第
２
回
交
付
金

に
つ
い
て
「

真
骨
庁

真

骨
頂

、
そ
の
心
は
被
災

地
に
寄
り
添
う
復
興
庁
の
本

領
を
発
揮
し
て
い
た
だ
い

た
」
と
評
価
し
た
。

　
一
方
、
被
災
地
で
は
工
場

や
営
業
所
な
ど
を
再
開
し
た

企
業
が
多
く
、
ま
ず
は
震
災

前
の
水
準
を
回
復
し
よ
う
と

必
死
の
努
力
が
続
く
。
津
波

で
工
場
を
流
さ
れ
、
再
建
し

た
宮
城
県
石
巻
市
の
水
産
加

工
メ
ー
カ
ー
の
社
長
は
「
復

旧
・
復
興
を
急
い
で
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
漁
獲
高
を
確
保

し
な
け
れ
ば
石
巻
は
成
り
立

た
な
く
な
る
」
と
危
機
感
を

募
ら
せ
る
。
石
巻
市
で
は
５

月
末
か
ら
地
震
で
地
盤
沈
下

し
た
魚
市
場
と
水
産
加
工
団

地
の
か
さ
上
げ
が
始
ま
っ
た

ば
か
り
。
沿
岸
部
の
被
災
地

に
共
通
す
る
水
産
業
の
早
期

復
旧
は
待
っ
た
な
し
の
状
況

だ
。

　
政
府
が
東
北
電
力
管
内
に

対
し
て
数
値
目
標
の
な
い
節

電
を
要
請
し
た
の
も
、
よ
う

や
く
軌
道
に
乗
り
始
め
た
復

旧
・
復
興
に
水
を
差
し
た
く

な
い
た
め
だ
。
日
銀
仙
台
支

店
が
６
月
８
日
に
公
表
し
た

５
月
の
「
東
北
地
区
主
要
金

融
経
済
指
標
」
に
よ
る
と
、

公
共
工
事
請
負
金
額
は
前
年

比

・
３
％
増
、
新
設
住
宅

着
工
戸
数

４
月
分

は
同

・
０
％
増
、
有
効
求
人
倍

率

季
節
調
整
済
み

は
０

・

倍
、
新
規
求
人
倍
率
は

１
・

倍
と
そ
れ
ぞ
れ
全
国

平
均
を
上
回
る
水
準
だ
。

　
さ
ら
に
金
融
機
関
の
預
金

実
質
預
金
と
譲
渡
性
預

金

は
同

・
２
％
増
、
貸

出
金
も
同
２
・
６
％
増
と
復

旧
・
復
興
に
向
け
た
資
金
需

要
も
旺
盛
だ
。
こ
れ
ら
の
産

業
を
支
え
る
大
口
電
力
需
要

も
全
国
の
同
５
・
１
％
増
に

対
し
て
、
東
北
地
区
は
同

・
０
％
増
と
大
幅
に
伸
び
て

い
る
。

　
日
銀
仙
台
支
店
は
５
月

日
の
月
例
判
断
で
「
東
北
地

域
の
景
気
は
、
震
災
関
連
需

要
が
一
段
と
強
ま
る
中
、
さ

ま
ざ
ま
な
経
済
活
動
の
水
準

が
震
災
前
を
上
回
る
な
ど
、

回
復
し
て
い
る
」
と
し
た
。

産
業
の
復
旧
・
復
興
に
は
安

定
的
な
電
力
供
給
が
欠
か
せ

な
い
。
こ
う
し
た
流
れ
を
止

め
な
い
た
め
「
復
旧
・
復
興

に
必
要
な
電
力
は
し
っ
か
り

と
使
っ
て
も
ら
う
」

山
田

尚
義
東
北
経
済
産
業
局
長

と
い
う
被
災
地
へ
の
配
慮

か
ら
、
東
北
電
力
管
内
の
節

電
は
「
数
値
目
標
を
伴
わ
な

い
」
こ
と
に
な
っ
た
。

　
具
体
的
に
東
北
電
力
管
内

の
今
夏
の
電
力
需
給
を
見
る

と
、
７
月
の
供
給
力
は
１
４

７
７
万

で
、
需
要
は
１

４
１
３
万

、
８
月
の
供

給
力
は
１
４
７
５
万

で
、
需
要
は
１
４
２
２
万

、
９
月
の
供
給
力
は
１
３

９
５
万

、
需
要
は
１
３

４
２
万

だ
。
供
給
予
備

力
と
予
備
率
は
７
月
が

万

で
４
・
５
％
、
最
需
要

期
の
８
月
が

万

で
３

・
８
％
、
９
月
が

万

で
３
・
９
％
の
見
込
み
だ
。

　
各
電
力
会
社
の
８
月
の
予

備
率
は
中
部
電
力
の
５
・
２

％
が
最
も
高
く
、
次
い
で
東

京
電
力
と
中
国
電
力
の
４
・

５
％
、
北
陸
電
力
の
３
・
６

％
、
四
国
電
力
の
０
・
３
％

と
続
く
。
関
西
電
力
と
九
州

電
力
、
北
海
道
電
力
は
マ
イ

ナ
ス
を
見
込
む
。

　
東
北
電
力
の
予
備
率
は
他

社
と
比
較
し
高
く
見
え
る

が
、
海
輪
誠
社
長
は
「
そ
の

前
提
は

万

の
節
電
効

果
、
緊
急
設
置
電
源
の
新

設
、
火
力
発
電
所
の
増
出
力

な
ど
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
織
り

込
ん
だ
も
の
だ
」
と
苦
し
い

台
所
事
情
を
明
か
す
。

　
国
内
の
火
力
発
電
所
の
一

基
当
た
り
の
標
準
的
な
出
力

は

万

。
仮
に
プ
ラ
ン

ト
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、

緊
急
停
止
し
た
場
合
、
供
給

力
不
足
に
直
結
す
る
可
能
性

も
あ
り
、
３
・
８
％
の
予
備

率
は
万
全
と
は
言
え
な
い
状

況
だ
。
数
値
目
標
は
設
定
し

て
い
な
い
が
、
「
今
夏
も
経

済
活
動
に
支
障
の
な
い
範
囲

で
節
電
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
の
訴
え
は
切
実
だ
。

　
安
定
供
給
に
向
け
た
予
備

率
の
確
保
は
、
節
電
や
随
時

調
整
契
約
分
も
含
め
て
い
る

が
、
被
災
し
た
太
平
洋
沿
岸

の
火
力
発
電
の
復
旧
、
さ
ら

に
緊
急
設
置
電
源
の
配
備
な

ど
安
定
供
給
に
向
け
た
体
制

の
再
構
築
を
急
い
だ
結
果
で

も
あ
る
。

　
津
波
被
害
が
大
き
か
っ
た

太
平
洋
沿
岸
で
は
八
戸
火
力

発
電
所

青
森
県
八
戸

市

、
仙
台
火
力
発
電
所

宮
城
県
七

浜
町

、
新

仙
台
火
力
発
電
所

仙
台
市

宮
城
野
区

、
相
馬
共
同
火

力
発
電
新
地
発
電
所

福
島

県
新
地
町

、
常
磐
共
同
火

力
勿
来
発
電
所

福
島
県
い

わ
き
市

の
プ
ラ
ン
ト
が
そ

れ
ぞ
れ
稼
働
を
始
め
た
。

　
震
災
で
約

の
津
波
が

襲
っ
た
原
町
火
力
発
電
所

福
島
県
南
相
馬
市

に
つ

い
て
は
、
可
能
な
限
り
早
期

に
運
転
再
開
で
き
る
よ
う
復

旧
工
事
を
急
ピ
ッ
チ
に
進
め

て
い
る
。

　
さ
ら
に
新
仙
台
火
力
発
電

所
に
は

年
、

年
に
半
量

ず
つ
運
転
開
始
予
定
の
液
化

天
然
ガ
ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

を
燃

料
と
す
る
新
プ
ラ
ン
ト
を
１

基
建
設
中
だ
。

　
緊
急
設
置
電
源
は
秋
田
火

力
発
電
所

秋
田
市

と
、

東
新
潟
火
力
発
電
所

新
潟

県
聖
籠
町

、
八
戸
火
力
に

そ
れ
ぞ
れ
１
基
ず
つ
設
置

し
、
７
月
ま
で
に
全
て
稼
働

す
る
予
定
。

　
水
力
発
電
所
も
新
潟
・
福

島
豪
雨
で
損
傷
し
た
設
備
の

復
旧
作
業
を
進
め
て
お
り
、

水
害
発
生
時
の
供
給
力
減
少

量
１
０
０
万

に
対
し

て
、

万

が
運
転
を
再

開
し
た
。
ま
た
仙
台
火
力
に

は
出
力
２
０
０
０

の

「
仙
台
太
陽
光
発
電
所
」
を

５
月
に
新
設
し
た
。

　
一
方
、
原
子
力
に
つ
い
て

は
東
通
原
子
力
発
電
所

青

森
県
東
通
村

が
ス
ト
レ
ス

テ
ス
ト
一
次
評
価
に
つ
い
て

国
の
審
査
を
受
け
て
い
る
段

階
。
女
川
原
子
力
発
電
所

宮
城
県
女
川
町
、石
巻
市

は
東
日
本
大
震
災
で
被
害
を

受
け
た
設
備
の
復
旧
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
状
況
に
あ

る
。
両
原
発
を
合
わ
せ
た
出

力
は
約
３
２
７
万

だ
。

　
女
川
原
発
で
は
防
潮
堤
を

約
３

か
さ
上
げ
し
、
海
面

か
ら

に
し
た
ほ
か
、
外

部
電
源
と
非
常
用
電
源
を
失

っ
て
も
原
子
炉
を
冷
却
で
き

る
よ
う
大
容
量
電
源
装
置
の

設
置
、
発
電
所
内
の
主
要
設

備
の
耐
震
補
強
工
事
な
ど
の

対
策
を
実
施
中
だ
。
ソ
フ
ト

面
で
も
安
全
性
向
上
に
向
け

た
訓
練
を
強
化
し
、
シ
ビ
ア

ア
ク
シ
デ
ン
ト
へ
の
対
応
力

を
高
め
て
い
る
。

　
政
府
が
関
西
電
力
大
飯
原

子
力
発
電
所

福
井
県
お
お

い
町

の
再
稼
働
を
認
め
た

こ
と
で
、
原
発
運
営
の
流
れ

が
変
わ
る
可
能
性
も
で
て
き

た
。
海
輪
社
長
は
「
東
通
、

女
川
の
両
原
子
力
発
電
所
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
更
な
る

安
全
性
の
向
上
に
全
力
で
取

り
組
み
、
再
稼
動
に
向
け
て

国
お
よ
び
地
域
の
皆
さ
ま
か

ら
ご
理
解
を
い
だ
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
最
大
限
努
力
し

て
い
き
た
い
」
と
話
す
。
電

力
不
安
で
、
軌
道
に
乗
り
始

め
た
復
旧
・
復
興
の
流
れ
を

止
め
て
は
な
ら
な
い
。

　
一
方
で
原
発
の
安
全
性
を

確
保
し
な
け
れ
ば
、
再
稼
働

は
ま
ま
な
ら
な
い
。
短
期
と

中
長
期
に
課
題
を
分
け
て
冷

静
に
議
論
す
べ
き
時
期
に
さ

し
か
か
っ
て
い
る
。


